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近 代 世 界 にお け る農 業経 営､





Ⅱ 農業経営と土地所有 (第143巻 第2･3号)
Ⅲ 土地改革 (第143巻 第4･5号)













































































































寛 『レー ニンの農業理轟』御茶の水書房,1963年,第2部 ｢レーニンの農業理論｣参照)0











































ソディオ latifundio, ネオ･ラティフソディオ neo-1atifundioや, イソド,









































26 (26) 第143巻 第1号





ず,右横的構成は低 く,その労働力は工業 とは異な り近世以来の年雇 (年季奉
公^,servant,domestiques,Gesinde,Dienstbote,knecht,Magd等とよばれ,
住込みで,大体は独身であ り,仕事は特定されず,雇主 masterの命 じる仕事
を行わなければならない,給与の大部分は現物支給で,雇主が教戒権をもつな
ど家父長制的性格が強い雇用労働者である) を中核 とし,それに農繁期を中心
にして日雇 (一般に結婚 してお り,独立の住居に住む通勤の労働者で日給)を
雇用するのもあった｡西 ヨーロ ッパ大陸諸国では,19世紀後半に本格的な都市






センでは, 1861年16万から1882年10万へ, - ッセソでは1861年 2.6万から1871






































12) 椎名重明 『マルクスの自然と宗教』世界書院,1984年,第6葦 ｢近代イギ)スの家族と世帯｣
参照｡
13) ノーフォーク農法については,飯沼二郎 『農学成立史の研究』御茶の水書房,1957年,同 『農
業革命の研究』農山漁村文化協会,1985年,参照｡
14) 当時におけるイギ.)スの代表的農学者,アーサー･ヤングArthur三Youngは熱心な大農論者/



























16) 森 建資 ｢イギ1)ス産業革命期における農業労働力の存在形態｣ 『土地制度史学』62号,1974
年1月,福士正博 ｢-イ･ファーミングにおけるイギリス資本醍 業と労働隊制度｣ 『土地制度
史学』80号,1978年7月,等参照｡
17) 持田恵三 ｢資本制農業の成立条件-19世紀イギリス農業｢｣『農業総合研究』34巻 2号,1980
年4月,参腰｡























18) 飯沼二郎 『増補 ･農業革命論』未来社,1986年,参照｡































物の性質 (品種改良)と土地の性質 (耕地の開発 ･改良 治水 ･涯概 ･排水 ･
施肥 ･耕超等)である｡ここでは土地についてのみとりあげるd
20) 山田盛太郎 ｢農地改革の歴史的意義一問題総括への-試論-｣ (矢内麻忠雄編 『戦後日本経済
の諸問題』有斐閣,1949年,所収)166ページ｡

























22) 土地資本については,中村暫 ｢近代東アジアにおける地主制の性格と類型｣ (中村膏,梶村秀
樹,安東直,李大根編著 『近代朝鮮の経済構造』日本評論社,1989年,所収)参風,































はなく,地力再生産の観点から体系的にとらえた画期的論文糊 口用信文 ｢日本農法の性格｣ (農
業発達史調査会粛 『日本農業発達史』第9巻,中央公論礼 1956年,所収,のち加用信文 『日太
農法論』御茶の水書見 1972年に収録)である｡


























25) こうした点については阪本楠彦前掲 『幻影の大農論』,岡 『中国農民の挑戦- ｢民営社会主義｣
の芽ぼえー｢』サイマル出版会,1985年,参腰｡





























近代世界における農業経営､土地所有と土地改革 (1) (35) 35
い｡そのような耕地の獲得は相当に困難であり,工業経営の場合にはほとんど
ない,農業経営に独自_の経営拡大の困難性である27'O
なお,これまでみてきたのは直接的生産過程の内部における問題であるが,
さらにその外部の諸条件を考える必要がある｡とくに農業は工業以上に外部的
条件- 共同体,村落,国家とその政策,社会的分業,流通過程や商業資本等
々-の規定性が大きい｡また近代には農業は副次的産業部門となるために,工
莱,さらには世界市場の規定性が大きくなる｡こうした諸条件の中で農業をと
らえる必要があるが,ここでは省略せざるをえない.
27) 最近,アメ1)カ合衆国では, 1つの家族経営が相当離れた複数の農場を経営する事例がある｡
その場合には,一応この困難は回避できるが,それぞれの農場の規模を拡大しようとすれば,同
じ困難に直面するQ
